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W27b NeXT衛星搭載Soft X-ray Imager (SXI)の開発
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2010年頃の打ち上げを目指す NeXT衛星は、多層膜スーパーミラーを搭載することで、80keVまでのイメー
ジングを目指す。WXI (Wideband X-ray Imager)はその多層膜スーパーミラーの焦点面検出器であり、透過型
CCD (SXI: Soft X-ray Imager)とその下に置かれた CdTeピクセル検出器 (HXI: Hard X-ray Imager)を組み合
わせたハイブリッド型検出器である。SXIは 20 ∼ 30keVまでの軟 X線を検出し、HXIは SXIが検出器でない
80keVまでの硬X線を受け持つ。ここではWXIの内、SXIについての開発の現状について報告する。
SXIに使用される CCDのイメージング領域 42 × 42mmの中心 30mmφの領域はサポート構造を無しとする。
空乏層はできるだけ厚くするとともに、それでも検出できない硬X線はサポート構造で吸収されることなくその
まま HXIに入射させる。CCD素子にはこれまで実績のある P型 (Nチャンネル)CCDまたは、現在国立天文台
と共同開発している新型のN型 (Pチャンネル)CCDを採用し、後者の場合は空乏層厚み 300µmを実現する。
P型CCD素子を用いた透過型CCD素子のテストモデルの製作には成功しており、透過型にすることで性能劣
化が無いことは確認済である (高木の講演を参照)。現在、CCD-NeXT1と呼ばれる 24 × 24mmのイメージング
領域を持つフレームトランスファ型の試作を行っている。また、N型 CCD素子は現在鋭意開発中である (鎌田、
乾の講演を参照)。講演ではその他の部分も含め開発状況について報告する。


